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父
子
家
庭
が
年
々
増
え
て
お
り
、
多

く
の
父
子
家
庭
も
母
子
家
庭
同
様
、
経

済
的
に
不
安
定
で
、
子
育
て
等
で
も
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
父
子

家
庭
と
母
子
家
庭
で
は
、
行
政
に
よ
る

支
援
の
内
容
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

児
童
扶
養
手
当
法
改
正
に
よ
り
平

成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、
母
子
家
庭
の

母
を
支
給
対
象
と
し
て
い
た
児
童
扶

養
手
当
が
父
子
家
庭
の
父
に
も
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
ほ
か
に
も
母
子
家
庭
が
受
け
ら
れ

る
行
政
に
よ
る
支
援
制
度（
就
労
支
援

や
技
能
習
得
支
援
、
福
祉
貸
付
金
、
自

立
支
援
給
付
金
な
ど
）の
多
く
が
、
父

子
家
庭
で
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
対

象
が「
母
子
家
庭
」に
限
ら
れ
て
い
る

諸
制
度
に
関
し
て
、「
父
子
家
庭
」
も

対
象
と
す
る
よ
う
改
善
を
行
う
と
と

も
に
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
速
や
か

に
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

記

　
　
　
　
　
　

１
． 

遺
族
基
礎
年
金
の
父
子
家
庭
へ
の

拡
充
策
と
し
て
、
死
別
の
父
子
家

庭
の
父
に
お
い
て
も
支
給
対
象
と

す
る
と
と
も
に
、
父
と
子
が
共
に

暮
ら
し
て
い
て
も
子
に
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
改
正
す

る
こ
と
。

２
． 

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
、
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業
及
び
特

定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金

の
対
象
を
父
子
家
庭
に
も
拡
大
す

る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
24
年
３
月
16
日

 

長
崎
県
壱
岐
市
議
会

　　

内
閣
総
理
大
臣　

外
関
係
機
関
に

意
見
書
を
送
付
し
た
。

議
員
発
議

父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

わ
た
し
た
ち
の
願
い

　

市
民
の
意
見
が
陳
情
・
請
願
と
し
て
議
会
に

寄
せ
ら
れ
、社
会
情
勢
や
市
の
財
政
を
考
慮
し

な
が
ら
慎
重
な
取
扱
い
を
し
て
結
論
に
至
っ
た
。

わ
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市山　繁議員は議長のため採決には入りません。

ちょっと

ブレイク
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
変
更

　

中
村
出
征
雄
議
員
が
議
会
運
営
委

員（
副
委
員
長
）を
辞
任
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
新
し
く
深
見
義
輝
議
員

が
委
員
に
着
任
し
、
副
委
員
長
に
は

小
金
丸
益
明
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

★
お
知
ら
せ

郷ノ浦町 弁天崎公園

『家族みんなでピ
クニック』

はいチーズ!


